
2022 年度 第 1回 板橋区立若木小学校 CS 委員会だより 

日 時 2022 年 5 月 21 日（土） 14 時 00 分 ～ 15 時 40 分 

場 所 板橋区立若木小学校 多目的室 

出席者 13 名(【地域委員】8名、【行政委員】3名、【若木小学校教員】2名) 

欠席者 1 名 

傍聴人 2 名 

議事内容 

1昨年度委員長挨拶 

 前委員長は以下 3点について、述べた。 

(1)前委員長は、現在の大学の様子を写真で紹介する中で、校長は自校において引き続きコロナ禍に対

する適切な対策をとりつつ、これまで安全・安心のために制限されていた教育活動について状況を

見ながら順次再開をしていきたい意向があることを紹介した。 

(2)前委員長は、学区内の交通状況について確認する中で、スクールゾーン等の課題があることを取り

上げ、所轄の警察署長に年に 1度でもよいので、区内それぞれのスクールゾーンの警戒にあたるこ

と等を答申していることを紹介した。 

(3)前委員長は、昨年度課題であった CS委員会の課題のうち以下 2点について触れた。 

https://www.ita.ed.jp/weblog/files/1310267/doc/55301/321426.pdf 

① CS 委員会の認知度が低い 

→学校は、教員だけで成り立っているものではなく、地域、保護者や関係機関等と協力する中で成り

立っている。例えば、給食室なども早朝から稼働しているが、必ずしもそうしたことは一般に知ら

れていない。CS委員会についても、影ながら支えていくことでも良いと思う。一方で、すぐにでき

ることとして、次の 2点を提案し委員会で了承された。 

・名札を作成し校内で着用を試行する。 

・名刺を作成し、CS委員会や学校支援地域本部については、その差異が教員も含め理解されていな

いため、理解促進のために、名刺の裏面に案内を誘導する QR掲載等を行う。また、CS委員会を端

的に説明するために、裏面に「校長、学校の相談役」と言葉を入れる。 

② CS 委員会への教職員の参加が課題である 

→前校長、現校長の意向を踏まえ、夏季休業中に設定することが予定されている。熟議部分で要望が

あれば、出してほしいことを語った。 

 なお、最後に「わかぎ応援団(学校支援地域本部)」の方で受付業務などにあたっているボランテ

ィアの方の存在の大きさについて、再認識したことが語られた。本日も、目的外の校地立ち入り事

案があり警察対応しているが、引き続きボランティアの方の力を借りつつ、学校が成り立っている

ことを教員も保護者も再認識する必要があることが語られた。なお、ボランティアを募集するにあ

たり、Googleアカウントを地域コーディネーターなど必要に応じて発行が可能か確認してほしい

旨、校長に依頼した。 

 

2校長より 

・委嘱状によるコミュニティ・スクール委員会委員委嘱 

・学校経営方針の説明 

 校長が資料をもとに説明を行った。この中で、目指す学校像は精選し「笑顔あふれる若木小学

校」に修正したことが説明された。なお、ガイドラインを遵守する中で特に関わり合いを重視し

ていきたいことが紹介された。 

・質疑…特に無し 

 

3自己紹介 

 各委員等が自己紹介を行った。 

 

4委員長、副委員長選出 

委員の互選により委員長を選出した。また、委員長は副委員長を指名し、了承された。 

 

5CS 委員会年間予定の検討 



 年間予定を以下のとおり決定した。 

第 1回 令和 4年 5月 21日（土）14:00～15:30 ※AM土曜授業 

第 2回 令和 4年 7月 22日（金）18:00～19:30 ※前期評価について 

第 3回 令和 4年 8月 31日（水）14:00～15:30 

第 4回 令和 4年 12月 17日(土)  14:00～15:30 ※学校評価 ※AM土曜授業 

第 5回 令和 5年 2月 22日(水) 18:00～19:30 ※次年度の経営方針について承認確認 

※2022年度は、昨年度課題であった、教職員との熟議の場を設定するため、8月 31日(水)午後を予

定した。 

 

6熟議 

(1)校長より前校長との引継ぎに基づき、昨年度課題であった教職員の CS会議の出席について夏季休

業中の勤務時間内に設定することで教員に配慮し実現することを CS委員会で承認した。 

(2)校長は、学校が常時人員不足であることから、学生ボランティアも含めてボランティアが欲しいこ

とを語った。また、この中で、保護者がクラスに入ることについて、その可能性について委員等

から意見聴取した。 

 委員等からは実施にあたっての配慮事項や各ボランティア内容の明確化の必要性、さらにはそ

のボランティア内容により支援頂くボランティアに違いが出るのではないかということ、継続性

の問題、期初の取り扱いなどについて意見が出された。また、保護者以外からボランティアを募

る際には、校長が最終的に面談し可否を決定することを明記の上募集すること、近隣私立校への

依頼などについても意見が出された。またさらに、学校にボランティアとして入る場合や紹介し

た際に教職員がボランティアを大切にすることで継続性につながることなど苦言も寄せられた。 

 

7その他 

・委員が、町会主催盆踊り大会について、予定では 7月 30、31日会場は 若木小校庭であることにつ

いて問題はないか確認した。 

・委員が、次回以降の web会議については、事前に申請が委員からあった場合に設置することを確認

した。 

・次長が、教育委員会として人員配置をしている部分もあるが、それでも人が足りていない部分があ

るため、地域や保護者の方からの力添えを頂戴したい旨、挨拶を行った。 

 

 

配布資料 

 

【学校側配布資料】 

(1) 令和 4年度 学校経営方針 

(2) 令和 4年度 学校要覧 

(3) 令和 4年度 板橋区立学校経営計画表・自己評価表・学校関係者評価表 

(4) 板橋区コミュニティ・スクールハンドブック 2022 

(5) 令和 4年度 板橋区立若木小学校 年間行事予定 

作成者 
 

CS委員長     確認者 
 

校長 

 


